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TypeⅢ 開放性カオスにおいて､その発生点近傍での勤的棟造関数の振舞いにつ

いて調べた｡具体的に用いたモデルは､Typ.em 開放性カオスの時系列の振幅の増
滅を蓑す.

xn.l=-()+C)xn-X: (1)

という写像で､1) lxn十ll>lとなったところで､一様に区剛 =卜 1, 日 に

再投入されるとする (図 1)｡式 (1)の時系列から直接､勤的構造関数を求めた

のが図2である｡カオス側 (e>0)から分岐点 (e=0)に近づくにつれ cr(q)

のピークが大きくなり､8-0で発散するようである｡

どうしてこのようなことが起こるのか調べるために､藤坂 ･井上 両氏によって

村人された一般化プロベニウス ･ベロン演算刊 Iqによる l次元写像の解析方法を

利用した｡2)Ilqの最大固有値 V(q)がわかれば､動- 造開削 (q)は､

○(q) = -1n y(q) (2)

で与えられる｡

図 1の写健をマルコフ分別し､その分割に対して写像関数を区分線形近似してや

ると､ Hqは各平素に傾きの-q乗をもつ様な遷移行列となる｡3)その固有伯J}一粒式

は,最持的に

vn+1- だ｡ Tqh-iVi-o (3)

となり､数値的に求めたy(q)から式 (2)を通して^(q)やq(q)を計算 したの

が図3である｡ C.+0のときq(q)は q= 1で発散している｡

ここでは､バーストからの再投入が一様であるとしているので､区間の長さ Ⅰ

はうミナ-の持続時間の分布関数 pくj)に比例している｡そして分布関数p(j)は

C-0において､分岐の局所構造を反映 したべき分布になる｡そのことが､ a(q)

の発散を引き起こす原因である｡

α(q)の発散の様子は､図4において示されるように､ラミナ-の特性時間 T≡

1/2Cの対数のべき乗になっているようである｡べき指数は数値的に､ 1･532
である｡また､ e→0におけるq(q)の形は､q～<1で 1-q のべき乗になって

いるようだが､それを調べたのが図5である｡'べき指数-0.92が得られている｡

α(q)がこのような形をしているということは､八(q)がq= 1で連続であるとい

うことであり､Type I開放性カオスやクライシスにおいて見られた不連続なq相

転移とは本質的に異なった､TypeⅢ 間敵性カオス特有の連挽q相転移である｡
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